
はじめに

　かわむらメソッドは，未来に向けて，創造性豊か
で，しなやかな発想を持った子どもたちを育てる教
育メソッドである。このメソッドで育った子ども達
は，まさにSDGsを実現ならしめてくれる可能性が
あると考えている。
　著者がこれまでにやってきた教育実践について，
ある有識者から，これはまさに，川村さんの教育の
仕方で，ほかの誰もやっていない教育方法で，まさ
に「かわむらメソッド」ですねと言って頂いて以来，
自負もこめて，自らもそう呼んでいる。
　これからの世界は，誰もがいうように，より高度
な科学技術社会となり，高度に進化した情報社会と
なっていく。このような社会では，我々人類は，瞬
時にして，新しい情報を共有することになり，いま

発明・発見したことが，一瞬のうちに陳腐化してし
まうことすらが生じてしまう。
　このことは，教科書に書かれた内容や教師が持つ
知識は，授業を行う段階で，すでに子どもたちにと
っては使い古されたものであって，学校では新しく
何かを学ぶことすらがなくなっていく可能性さえ否
定できなくなってきているといえる。そんな時代を
迎えて，学校教育が担うべき役割とは何か，教育に
携わる者は，この問題に正面から対峙する必要があ
る。
　本稿では，著者がこれまでに培ってきたかわむら
メソッドについて，その詳細を紹介する。かわむら
メソッドは，ゆりかごから墓場までの人間教育であ
ると考えている。つまり，乳児期から幼児期へ，そ
して児童期，青年期，成人と世代間交流を実現しつ
つ，大人も子どもが，ぷち発明の楽しさを実感しな
がら，心豊かに人生を送る教育メソッドである。そ
のうち，かわむらメソッドのメインとなる部分は，
幼年期から成人までの期間を対象とした教育の方法
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であるが，加えてこれを実現するための中学校や高
等学校での理科教員の養成と，幼稚園や保育園，こ
ども園，小学校で理科を担当する教員の養成方法も，
かわむらメソッドの重要な部分を占めている。さら
に，理科教員および小学校等の教員で理科を担当す
る教員の養成方法は，２つの段階に分けて考えてい
る。第１段階は，大学生が大学で受講する「理科教
育法」の範囲のものである。第２段階は，すでに理
科教育法等の学部授業を受講し終えた大学院生や現
場教員のためのメソッドである。
　幼年期から成人までの期間における人間教育の実
践の場の１つとして「理科大好き実験教室」を行っ
てきた。これに，いくつかの確定したオプションを
付け加えたものが，いわゆる「かわむらメソッドの
完成形」である。国内において，この実践は唯一無
二のものである。
　それでは，さっそく，かわむらメソッドについて
紹介していきたい。

１　かわむらメソッドの教育観

（１）実験，観察は五感をみがき生きる力を育む
　理科を学ぶ本当の理由って何だろう？
　高校のとある先生から，「わたし，理科はもうお
手上げで，どうして理科をおもしろいと思うのです
か？」と質問された。子ども達の間にも，理科嫌
い・理科離れがみられ，彼らはそのまま大人になっ
ていく。別の先生に，「小中高と理科の授業ってど
うでしたか？」と質問すると，「小学校の先生はよ
かった」，とか「中学校や高校になって理科が嫌い
になって，そのまま」という返答が多かった。私た
ち理科教師は，子ども達に日々何を教えてきたのだ
ろうかと考え込んでしまう。
　現在，私たちは高度に進化した科学技術社会に守
られて，健康で豊かで安全な生活を送ることができ
ている。暑い寒いといった気温の変化にも，エアコ
ンの利用１つで対応でき，寒くて風邪をひくという
ことも少なくなってきている。しかしよく考えてみ

ると，その便利さの裏側で，私たちの五感が鈍って
いるということはないだろうか？
　私たちは，よく自然を求めて旅に出る。山や川や
海へと，季節に応じてあちこちへと出かける。春に
は美しく桜が咲くのを眺め，夏には海水浴を楽しみ，
秋にはもみじの紅葉に目を奪われ，冬には雪山でウ
インタースポーツを楽しむ。
　一見，観光の話題で，実験，観察とは異なる話だ
と思われるかも知れないが，実は，このように四季
を感じ，自然を知ることこそが，実験，観察なので
ある。
　人類は，いにしえの太古から，厳しい自然環境と
闘いながら生き延びてきた。人類が生き延びるため
には，五感をフル活用するしかなかった。
　目を使って，肉食動物から身を守るために，自分
の身の周りやあるいは遠方に外敵がいないかどうか
を観察した。見えない外敵には，耳をすましてその
存在を確認して身を守ってきた。地面に耳をあて，
遠くにある水の流れをみつけ水源を確保したり，あ
るいは餌が動き回る音を聞き出してきた。手で触り，
皮膚の触感から物体の性質を分析してきた。口に含
み，味をチェックすることで，食べられるものかど
うかを判断したり，同様に，臭いをかぐことで腐っ
ていないかどうかを確認したりと，五感をフルに使
って，厳しい自然環境のなかを生きのびてきた。
　このように自然を観察することで，自然そのもの
を理解していった。
　雲の動きを見たり，風の音を聞いたりして，その
後の天気の移りかわりを予想した。こうすることで，
大雨が続いて大洪水が起こるかも知れないことから
身を守ったり，星の動きを観察し，暦をつくること
で，農作物の種を植える時期や収穫の時期を知った
りと，私たち人類は，これら自然の猛威にひるむこ
となく，対峙しながら人類の歴史をつくってきた。
人類は，五感をフルに使って自然を観察し，自然と
共生する術として，科学や科学技術を進化させてき
た。
　その意味で，学校で学ぶ実験，観察は，私たちの
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人としての五感をみがいてきたといえよう。
　理科とは，このような自然のダイナミズムをも学
ぶことだと考えている。教科書にかいてある内容を
理解することだけではなく，人間生活をより豊かに
し，生活のなかで困っていることを，科学的に解決
する術を学ぶことが重要だと考えている。理科の学
びは，理科教育に任せればよいというわけでなく，
まさに，人間が人として生きるための学びであり，
人間教育そのものである。
　現在，知られている発電の方法や理論，交通手段
としてのエンジン，治療薬など，どの分野をみても，
いま知られている知識で終われるものはなく，まだ
まだ進化が求められている。いま知られていること，
その分野の教科書にかかれていることを，自らの興
味・関心を原動力として若者は超えて行かなければ
ならないし，超えて行くことが期待されている。そ
の想像や創造の翼はどこまでも遠くまで広がり，教
師の予想しうる範囲を悠然と超えて行ってしまって
いる。このことが，これまで人類が歩み続けてきた，
「発明と発見の歴史」なのである。
　新発明や新発見は，どの教科書にも，まだ記述さ
れていない。ひょっとすると教科書は，そのための
ページを白紙にしたまま，子ども達の手元に届けら
れるべきなのかも知れない。教師の本当の役目は，
子ども達が大人の知らない世界を自らの足で歩いて
いく，その後ろ姿を，そっと見送りながら後押しす
ることなのかも知れない。

（２）幼児期および児童期へのメソッド
　かわむらメソッドの本質は，ごく普通の幼児や児
童に，ある意味，ギフティド・タレンティドな子ど
も達を対象にして実施してもよいような教育環境を
提供することにもある。一般には，ギフティド・タ
レンティドな子ども達を才能児として特別扱いする
傾向があり，特殊な教育機器や大学や研究所であつ
かうような先進的な理科実験機を与えての実践が行
われなけらばならないような風潮がある。また，そ
のような風潮を感じされらることも多い。しかしか

わむらメソッドでは，そのような必要性を重んじて
はいない。温故知新の精神も大切にしている。まさ
に，ルソーが子ども達の教育において，自然に帰
れ！といったが，そのことが，未だ，教育において
は根本とされる必要がある。特に，幼児期，児童期
は，言語の獲得の時期にあり，１つ，１つの単語を
学び取るときに，どれだけ表現豊かに学ぶことがで
きるかによって，その後のその人の人となりを決め
るといっても過言ではない。ヘレン・ケラーが，ウ
ォーターという言葉を入り口に，どれだけ世界観を
深めていったのかを思い起こせば，幼児期，児童期
に，どのように言葉を学んでいくかは重要なことだ
と，すぐさま，合意がえらるのではなかろうか。
　りんご，みかん，キャベツという単語から，人は
何を学び取るのか。りんごの赤く実った美しさを学
び，りんごがたわわに実る景色を秋の山のなかの風
景に見出し，自然の美しさ，尊さを学ぶことから，
地球環境問題を，重要課題として考える人に育って
いくかも知れない。みかんの柑橘類のおいしさと，
その成分のビタミンCを学ぶことで，健康でいきい
きと生きていくことの大切さを学び，生命科学や医
療関係の技術の発展に貢献する人に育つかもしれな
い。キャベツの料理の仕方のひとつとして，千切り
キャベツを食べることで，キャベツの葉の料理する
部分，捨てる部分を知り，食糧難のために，満足に
食べることができない人々がたくさんいるなかで，
食の贅沢を尽くした料理というとがった才能を有す
る方面に進む人となるかもしれないし，逆に，国際
ボランティアのリーダーとなって世界中の食糧難と
戦う人となるかも知れない。
　たまたま３つの食べ物をあげたが，それらとは，
一線を画すような，無機質の水晶や溶岩を取り上げ
て議論すれば，どのように話が発展するのであろう
か。その他のものも，どんな風に話が発展するのか
楽しみでなかろうか。我々を取り囲む，この世のな
かの現実とは，このような一編の論文では語り尽く
すことができないほど広大な知識の海でもあり，深
遠なものである。我々人類は，そのことのすべてを
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学び知らなければならないのであろうか？　そんな
ことはないことを，私たち大人はよく知っている。
そして，優れた教師は，けっこういい大人でもある。
　このことの共通理解のもとに，かわむらメソッド
について語りたい。
　つまり，幼児期，児童期には，五感をフルにはた
らかせて，子ども達が，自らの力で，自然の謎，不
思議を解き明かしていってもらいたいと考えている。
冒険家であってほしいわけである。自然の中を自由
に冒険したり，探検したりする子ども達は，五感を
通して体験的にものごとを学ぶと考える。しかも，
積極的な姿勢で学んでいく。アクティブラーニング
が実現しているというわけである。
　逆にいえば，学校でアクティブラーニングを成功
させようと思えば，教室のなかで，授業のなかで，
子ども達は冒険を楽しんでいるか，発見的学習とな
った授業が行われているか，ということである。

（３）青少年期のメソッド
　青少年期からの主体的・能動的学習は，現在の青
少年にとっては難しい面もある。幼児期・児童期か
ら，かわむらメソッドなどの主体的・能動的学習を
体験してきた場合は別であるが，入学試験のためだ
けに暗記中心の勉強をしてきた青少年にとっては，
暗記学習こそが唯一の学習方法のように刷り込まれ
てしまっていて，自ら，これまでの答えと異なった
答えに向かって一歩踏み出すことを避ける傾向が身
についてしまっている。このように凝り固まってし
まった彼らを，自主的・能動的学習へといざなうの
は困難を極めるといっても過言ではない。しかしそ
れでも，彼らの学びを改善する方法がないわけでは
ない。一度に改善はできないまでも，徐々に推し進
めるようにいざなうことが大事である。
　青少年期からの能動的学習を推し進める後押しと
なっているものの１つに，「スーパーサイエンスハ
イスクール」が位置付けられることは間違いないで
あろう。また，友人たちとチームを組んで参加する
「科学の甲子園」も，一躍を担っているといえよう。

それ以外にも，国際大会への参加のチャンスもある，
数学オリンピックや物理オリンピックなどの科学教
育系のオリンピックもある。そのような後押しがあ
ると，青少年は，勇気をもって，知的・創造的で想
像的な科学の世界へと迷わず入り込んでいく。従前
は，ノーベル賞の受賞者がでると，科学を学びたい
というムードが高まったが，近年の若者たちは，従
前よりはクールで，そのようなムードだけではなか
なか，いわゆる「のってこない」。自我が十分に発
達しきっていない面も否めないが，自分のありかた
を，自分自身に問いかけ続けるなかから，科学への
道が選択される必要があろう。そのためには，現在，
科学の世界にいる人々が，若者にとって魅力的な指
導者である必要もある。
　そのような意識のもとに，科学教育の指導者は，
青少年と向かいあう必要がある。これは，中学生・
高校生という生徒達だけのことではなく，大学生，
大学院生も含めてのことでもある。高校まで受験勉
強漬けになってきた学生に，独創的な科学における
成果を，いきなり期待しても難しいものがあるが，
もし，彼女ら彼らが，科学の道を歩み始めたら，い
ずれ，自分達も後輩を指導する立場となるという意
識づけは重要である。自分達さえが科学の世界を楽
しめばよいというものではなく，もし，その世界が
たのしいものであるならば，それは自分達だけでな
く，後輩たちやそれまで科学の世界に顔を向けなか
った多くの人たちにも広く門戸を開く形で提供され
るべきものであろう。
　著者が，かわむらメソッドで，強く意識している
対象は，実は，青年期の若者の科学教育の指導者養
成である。１つには，理科の先生をどのように育て
るかである。
　そこで，著者は１つの試みとして，理科の先生に
なりたい学生に，小学生を実際に指導させてみよう
と考えたわけである。この装置が，「理科大好き実
験教室」である。
　理科大好き実験教室は，大学での授業としての理
科教育論や理科指導法とはまったく異なった教員養
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成メソッドである。
　学生が模擬授業として，指導者側の体験を積むこ
とは，教員養成の方法論として有効であるとされて
きている。理科大好き実験教室では，指導者側の養
成を行うには，この方法を取り入れ，一方，このこ
とは，小学生にとっては，理科の知識が豊富なお姉
さん・お兄さん達に授業を習うということである。
塾と違って，どこかの入学試験に合格しなくてはな
らないという切羽詰まった関係に，指導者側も受講
者側もならずに済み，わきあいあいと理科や理科実
験をじっくりと学びあえる。学びあえるというのは，
実は，受講者側が学ぶだけでなく，指導者側も学べ
るというわけである。何を学ぶかというと，指導者
側は，小学生の柔らかい発想に触れることで，それ
までに固くなっていたかも知れない発想をやわらく
することができる可能性があり，このことを学べる
というのが大きいわけである。一般に，指導経験を
増やすことにより指導のスキルを身に着けるなどと
いうことが，学べる内容として重視されるところで
あるが，理科大好き実験教室のねらいは，頭の固く
なった若者を柔らか頭の人へと変えていくことにあ
る。このことを，実現する実践を，以下に２例紹介
する。

２　かわむらメソッドを実現する教材 
─その１　方位磁石

（１）実践の方向性
　方位磁針といえば，大人も子ども達がみなれてい
るのは，アウトドアーで活用する製品であったり，
あるいは理科室で準備された実験器具であろう。一
方，理科の教科書には，縫い針などを，磁石の磁極
にこすりつけて磁化されることで，方位磁針として
活用できる事例が紹介されている。実は，案外コン
パスを手にするだけワクワクする可能性があるかも
知れない。著者もワクワクとした一人である。しか
し，理科室に入って理科実験用の方位磁針を手にす
ると，たちまち理科授業用の特別に器具になってし

まい，場合によっては，理科実験の机の上に置かれ
ているのに，指示があるまで触っていけないとか，
使い方をくどくどと長い時間聞かされて，実験で実
際に手にするのは，ほんの数分などということがよ
くある，しかもなかには，北の方向を指さないもの
があったり，さびたものがあったりと，ワクワク感
が減少してしまいがちである。
　理科大好き実験教室での授業は，ワクワクするよ
うな方位磁針があると，みんなほしいよね，という
ひとことで始まる。このような授業の入り方をする
と，子ども達が，勝手に磁石をいじくって，授業で
の学習課題を与える前に，壊してしまうとか，上述
したようにN極が北を向かないとかということが
起こってしまい，授業がうまく展開できないと，た
いていの大学生はいう。しかし，重要なことは，中
学校・高校では，生徒は先生の言うことなど聞かな
いということである。教育実習に行って，自信を失
って戻ってきた学生が，「来年から先生の研究室に
いれてほしい」と求めてくる。「どうしたの？」と
聞くと，「実習で，授業がうまくいかなくって，この
まま教育現場に行っては通用しないと思ったから」
などと，異口同音の返事が返ってくる。「理科授業
は，教師のためのものではないよ。まして，理科は
教師のためのものではないからね」と指導する。そ
して，「一度，考えてごらん，科学（サイエンス）
って，誰のためのもの？」と質問を投げかける。近
頃の学生たちは，この言葉を聞いて，どうも初めて
このことを考えるらしい。これでは，子ども達の心
にに響く理科授業とはなりにくいのではなかろう
か？
　科学は，世界中の人々が，平和で安全に，心豊か
に生活できるためのものであると，そして，理科は
子ども達のものであって，先生たちだけのものでは
ないことを確認してもらう。また理科実験は，理科
室で行うだけのものではなく，まさに生活に潤いを
与えるものであるという哲学のもとに，理科指導や
理科実験指導を，若者たちに考え直してもらってい
る。そのような哲学のもと理科大好き実験教室は展
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開されている。
　この実践では気が付くと，以下にあげる作品が，
小学生の工夫によって，次々と作り出される。しか
し，理科大好き実験教室で指導側にあたる大学生は
というと，やはりこれまでの方法で授業作りをしよ
うとしている。小学生たちは，「先生たちの作った
実験器は，面白くないね！ぼくの方が優れている
よ」などと平気で批評する。もし，このまま大学生
たちが学校の先生になって，理科授業をすることに
なったら，授業を受ける小学生，いや，小学生に限
らず，もっと感情コントロールの難しい中学生は，
どんな反応をするだろうか？　高校生は，そういう
先生を冷ややかな目でみることになるのだろうか？
　理科大好き実験教室で，指導者側となる学生たち
は，小学生の発想などおかまいなしに，自分達の学
習指導案を，粛々と進めようとする。そして，うま
くいかない授業を体験する。理科大好き実験教室で
は，理科大好き実験教室の指導者側経験が１年目の
学生となる大学４年生や他大学から入学した修士１
年生，同様に指導者側の経験が２年目となる学生，
３年以上となる学生が，１つのチームとして動いて
いる。うまくいかなかった授業を，２年間以上も経
験することもある。このような経験のなかから，次
のような指導計画へとブラッシュアップされ，少し
ワクワク感をともなったものとなって提案されてく
る。しかし，面白いことに，指導者側の経験が１年
目となる学生は，この授業を実施する事前の段階で
は，このような指導展開では，物理の授業でないで
しょうと受け入れてもらえないことがある。経験の
事後には，考え方に変化がみられる。このような指
導展開がすとんと落ちるようなる学生もいるが，一
方，すとんと落ちない学生もいる。そのような学生
のなかには，大学４年生の段階で，そのまま教員採
用試験に合格し，教育現場にでてしまう学生もいる。
逆に，採用試験に合格しても，大学院卒業まで保留
にしてもらい，大学院で学ぼうとする学生もいる。
　このようにして学んだ大学生たちと一緒に，中学
校や高校の出前授業にでかける。中学生や高校生か

ら賞賛を受けるだけでなく，現場の先生方から，
「君たち，即戦力になるね」と声をかけてもらえる
ようになる。そのレベルにまで育ったころ，学生た
ちは，現場で職業人として理科教師を始める。
　中学生や高校生のなかには，このようなことの仲
間入りをする者たちもいる。小学生の頃からつきあ
った子ども達が，いまや，大学生として，このサイ
クルを動かしていってくれ始めている。

（２）実践の事例─ぷかぷか方位磁針
　地球は大きな磁石であり，北極には強力なS極が，
南極には強力なN極があります。地球の持ってい
る磁力を利用して方位を知ることができる方位磁石
を作ろう。
準備物　ネオジムやフェライトの丸い磁石，発泡ス
チロール，油性マジック，水を入れた洗面器など
実験方法
①　発砲スチロールを使って，北極をさすような
デザインをする。

②　水に浮かべ，北極をさすにはどのように磁石
をつけるかを考える。

　　磁石を埋め込む溝を彫る。＊カッターで手を
ケガしないように注意！

③　水に浮かべ，北極をきちんと指すかをチェッ
クし，微修正して完成！

完成作品
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図１　作品例①　日本地図



　上記に示すように，磁石のN極，S極について感
じ取りながら，子ども達は思い思いの作品を作り，
理科の授業を学び取っていっている。

３　かわむらメソッドを実現する教材 
─その２　クリップモーターカー

（１）実践の方向性
　クリップモーターカーといえば，科学の甲子園の
全国大会で第１回目と第２回目の２回にわたり，こ
の実験を用いた実験競技会が実施された。といって
も，著者の出題によるものである。
　クリップモーターあるいは，コイルモーターとい
われる教材は，モーターの原理を説明するのに，わ
かりやすい教材の１つとされ，小学校でも中学校で
も，場合によっても高等学校でも，理科実験教材と
して紹介されるものである。図５は，大学入試セン
ターテストで出題された問題での図である。図５を
みながら，モーターがどのように回転するのかを問
う問題である。

　このように，実は，子ども達にとって馴染み深い
教材ではあるが，逆に，なかなか簡単には回ってく
れないという「しろもの」でもある。そのため，ク
リップモーターと名前を聞くと，回らなくて当たり
前と感じている子ども達もすくなくはない。モータ
ーとしてハイパワーなわけではないので，なかなか
うまくは回らないというわけである。

『かわむらメソッド』（川村康文） 211

図４　作品例④　やまと

図３　作品例③　星

図２　作品例②　世界地図

図５　クリップモーター
出典　センター入試



　そのようなクリップを，動力として使って，模型
自動車をみずから設計し走らせてみようというわけ
であるから，その教材で指導をしようという大学生
や大学院生にとっては，しごく大変な課題であると
いえる。理科教員をめざす学生にとっても，小学校
のときに，うまく回せなかったという記憶がトラウ
マのように深くのこっているという学生もいた。

（２）実践の事例
　　─クリップモーターカーレースにチャレンジ！
　クリップモーターを使って，模型自動車を走らせ
てみよう。
　どうすれば，模型自動車を走らせることができる
か，テーブルの先生やお友達と話し合いながらトラ
イしてみよう。
準備物　ホルマル線（エナメル線）０.８mmを６０cm
程度，ゼムクリップ２個，プラ段ボール（名刺サ
イズ，９cm×５.５cm），プーリー２cmを４個（車
輪のかわり），リード線４cmを２本，紙やすり，
輪ゴム２個，竹串（車軸用）２本，単三型乾電池，
ネオジム磁石，両面テープ，セロハンテープ
実験方法
①　クリップモーターをつくり，回ることを確認
する。

②　クリップモーターを載せることができるサイ
ズの模型自動車の車体の土台を，プラダンボ
ールなどで作り，クリップモーターを搭載す
る。

③　土台に車輪をつけ，この車輪をクリップモー
ターで回せるようにする。

④　クリップモータカーが走るように調整する。
⑤　いろいろなマシンが完成したら，クリップモ
ータカー・レースをしてみよう。

 

完成作品
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図６　プロトタイプ

図８　学生の力作

図７　３輪車型



４　理科大好き実験教室の一例

（１）２０１０年４月１日（木）から２０１１年１０月４日（火）
までの実践

　２０１０年４月１日（木）から２０１１年１０月４日（火）
まで，東京理科大学川村研究室で実施した理科大好
き実験教室の一例を紹介する。この実践中に，東日
本大震災を経験することになった。理科大好き実験
教室では，東日本大震災の経験から学ぶことも多か
った。また，震災の前後においても変わらない普遍
的なものもあったということも確認できた。なお，
この期間の後も理科大好き実験教室は継続している
が，２０１９年度のみは１年間お休みとした。
　理科大好き実験教室は，東京理科大学総合研究機

構グリーン&セーフティ研究センター（GS研と呼
ぶ）での研究の一環として，ゼミ生に対しては「サ
イエンス・コミュニケーション特別演習ゼミ」（通
称「毎日ゼミ」）を，受講生（市民）には「理科大
好き実験教室」という名称で，２０１０年４月から指導
を開始した。
　この時期の実践における対象は，市民と小学３年
生以上の次世代層である。２０１０年４月１日（木）か
ら２０１１年３月１日（火）（第１ステージとよぶ）まで
は，受講生を木曜日は中学生，金曜日は高校生以上，
月曜日は小学３・４年，火曜日は小学５・６年に分
け，講義時間は，１８時から２０時の２時間であった。
祝日も休みなく，「毎日ゼミ」という名の通り毎日
実施した。
　２０１１年３月３日（木）から２０１１年１０月４日（火）
（第２ステージとよぶ）は，好きな日に予約なしで
受講できるようにした。それは，「曜日が限定され
ると行かれない」，「兄弟姉妹で参加したいのに曜日
が違う」等の要望があったからである。
　第１ステージでは，水曜日にその後の１週間にわ
たる授業の内容や実験について，どのように授業展
開を行うかの戦略ゼミを行い，木，金，月，火と４
日間同じ内容の授業を行った。
　しかし，曜日によって対象者を固定したこのシス
テムでは，祝日もゼミを行わないと回数が合わなく
なり，物理学を楽しみに来ている受講者には歓迎さ
れたが，ゼミ生にとっては過剰な負担となった。
　そこで，祝日は休みとし，受講者が曜日を自由に
選択できる第２ステージへの展開となった。具体的
な学習内容を表にまとめた。
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図９　小学生のクリップモーターシップ

図１０　女子学生の牛乳パックを利用したマシン
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●第１ステージ（２０１０年４月１日（木）～２０１１年３月１日（火））
●第２ステージ（２０１１年３月３日（木）～２０１１年１０月４日（火））

内容
合
計

学年ごとの人数
単元月日回 ○：お持ち帰り実験

☆：ゼミ生が作った演示実験機
成
人

高校中学校小学校
３２１３２１６５４３

・ばねはかり○
・巨大な力の合成・分解マシン☆２３３１１２７１８力・力の合成・力の分

解４/１・２・５・６１

・記録タイマーで加速度測定
・「人が乗れる力学台車」で加速度を実体験☆２４３１１２４２１１速度・加速度４/８・９・１２・１３２

・「大型だるま落とし」☆
・「大型エアートラック」☆
・「大型ホバークラフト実験機」○
・エアートラック○

２４２１１３４２１１慣性の法則４/１５・１６・１９・２０３

・記録タイマーとwiiリモコンの加速度測定の比較２３４１１３５２７運動方程式４/２２・２３・２６・２７４

・「まさつ力説明マシン」で摩擦力のイメージを学習☆１９１１２４２９摩擦力５/６・７・１０・１１５

・自由落下のグラフを描く
・「自由落下マシン」を用いて，各時間あたりの落下距
離が奇数列であることを確認☆

１９２１２３１１０落体の運動５/１３・１４・１７・１８６

・水平投射のグラフを描く
・「撃ち落とせ！大型空中衝突！！」で実験☆
・モンキーハンティング○

１７１３３１９水平投射・斜方投射５/２１・２４・２５７

・加速度計
・wiiリモコンを利用して，F＝mrω2を求めた○２１３１４４２７円運動５/２８・３１・６/１８

・「人が乗れる力学台車」をリユースした☆
・「おなじみ台車de感じる慣性力」☆２１３１２４２９慣性力６/３・４・７・８９

・「大きな万有引力説明機」で，惑星の運動を観察☆１８２１２３２８万有引力６/１０・１１・１４・１５１０

・大気圧モデル「そばの出前実験機」を用いて，地上と
富士山頂との空気の柱の高さの差を実感☆
・注射器を浮沈子にした実験機○

２５４３３４２９圧力・浮力６/１７・１８・２１・２２１１

・振り子の等時性が成立する範囲を実感２０３１２２３２７単振動６/２４・２５・２８・２９１２

・「大型動滑車」☆
・「巨大な坂」で仕事の原理を体感☆１５２２２２７仕事７/２・５・６１３

・「巨大ループコースター」☆
・ペットボトルの中をくるくる回るループコースター
○
・振動のエネルギーでアイスクリームを作り試食

２０３１２４２１７力学的エネルギー７/８・９・１２・１３１４

・手動綿菓子実験機○
・万有引力のエネルギーの坂○１７５２４２４万有引力のエネルギー７/１５・１６・１９・２０１５
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内容
合
計

学年ごとの人数
単元月日回 ○：お持ち帰り実験

☆：ゼミ生が作った演示実験機
成
人

高校中学校小学校
３２１３２１６５４３

・サボニウス型風車風力発電機○２３４３５３１７サボニウス型風車風力
発電機７/２２・２３・２６・２７１６

・「巨大ボーリング球運動量実験機」で，作用・反作用
を体感☆
・ビー玉運動量カー○

１２２１２３１３運動量７/２９・３０・８/２・３１７

・「重力の不思議がわかる！！剛体実験機」でつりあい
を確認☆
・アクロバティックモーメントスタンド○

１７２４２２１６モーメント８/５・６・９・１０１８

・温度計○
・ドライアイスを高圧にし，三態変化を確認１５１２４２１５熱８/１２・１３・１６・１７１９

・ボイルの法則とシャルルの法則を実験して確認２２３１４３２２７気体法則８/１９・２０・２３・２４２０

・巨大分子運動論モデルの演示
・ペットボトルを利用した分子運動論実験機○
・気体分子模型○

１７３１４４５分子運動論８/２６・２７・３０・３１２１

・雲発生装置実験機○
・スターリングエンジン○２０２１５４１７熱力学第一法則・第二

法則９/２・３・６・７２２

・ストローウェーブマシン○
・波のスライド式型紙○
・パラパラ定常波
・定常波実験機○
・波動実験装置○

１７２３３２７波９/９・１０・１３・１４２３

・声紋観察　  ・音速測定　  ・可聴音　  ・音の干渉
・ドップラー効果を体験
・クインケ管○
・モノコード○

１４２２３３４音波９/１６・２４・２７・２８２４

・「巨大シンギング・パイプ」で演奏会☆
・「巨大クント管」☆
・「巨大不思議振り子」で実験☆
・ブーブー笛○　　・シンギング・パイプ○
・クントチューブ○

１６３２４２５共鳴・共振９/３０・１０/１・４・５２５

・「巨大レンズ」☆　　・「消えるビー玉」☆
・蜃気楼☆
・「巨大プリズム」の実験☆
・水めがね☆

１８４３３２６幾何光学・レンズシリ
ーズ１０/７・８・１１・１２２６

・平面鏡○
・万華鏡○
・光のキュービック

２０２２１３３３６幾何光学・鏡シリーズ１０/１４・１５・１８・１９２７

・イカの解剖　　・「巨大ピンホールカメラ」☆
・「巨大レンズ付きカメラ」の実験☆
・ピンホールレンズ○　　・レンズ付きカメラ○
・望遠鏡○

２０４２１３３７カメラシリーズ実験１０/２２・２５・２６２８

・単元複合型の授業　実験機のブラッシュアップ１１４１３６２１９１５２５１３３力学実験改良編１０/２８～１２/７２９

・ペットボトル顕微鏡○
・顕微鏡や電子顕微鏡での観察１６２２１３２１５顕微鏡シリーズ１２/９・１０・１３・１４３０
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内容
合
計

学年ごとの人数
単元月日回 ○：お持ち帰り実験

☆：ゼミ生が作った演示実験機
成
人

高校中学校小学校
３２１３２１６５４３

・分光筒○
・光の万華鏡○２７３２１４３５９分光筒１２/１６・１７・２０・２１３１

・反射型回折格子○
・ニュートンリング　　・くさび形の干渉
・薄膜の干渉の実験　　・蛍光増白剤の検出
・夕焼け実験

２４２１１３３５１８回折格子１/１３・１４・１７・１８３２

・バンデグラフの実験
・空き缶転がしレース
・ペットボトル箔検電器○

２０２２１２１４８静電気１/２０・２１・２４・２５３３

・大型雷実験機で雷を体感
・雷実験○２１１２１１２１５１７雷実験シリーズ１/２７・２８・３１・２/１３４

・燃料電池自動車○
・超伝導の実験２４１２１４３６１６食塩水は電気を通す？２/３・４・７・８３５

・メートルブリッジ○
・ホイートストンブリッジの実験２６３２４４６１６電流と抵抗２/１０・１４・１５３６

・ペットボトルキャップ電池○
・スプーン電池○２０１２１２２５１６電池２/１７・１８・２１・２２３７

・磁力線観察
・磁気カード○
・切っても磁石○
・方位磁石○

１９３２１３３１６磁石２/２４・２８・３/１３８

・磁場の観察２５７２１１３４１６磁場と電磁力３/３・４・７・８３９

・強い電磁石○
・人がつれる電磁石の演示１５３３１１１６電磁石４/１４・１５・１８・１９４０

・クリップモーター○１７２１１１２１８１クリップモーター４/２１・２２・２５・２６４１

・クリップモーターを動力にした動くもの○２３１２３３３９２クリップモーターカー４/２８・５/６・９・１０４２

・「リニアモーターカー」を披露☆
・リニアモーターバー○１７１１２２２１８リニアモーターカー５/１２・１３・１６・１７４３

・検流計○２１１１２１３２１０１検流計５/１９・２０・２３・２４４４

・コイルが稼動する検流計○１７１２３２８１検流計（再）５/２６・２７・３０・３１４５
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内容
合
計

学年ごとの人数
単元月日回 ○：お持ち帰り実験

☆：ゼミ生が作った演示実験機
成
人

高校中学校小学校
３２１３２１６５４３

・シャカシャカ振るフルライト○１６１１２２９１電磁誘導６/２・３・６・７４６

・コップスピーカーとコップマイクで有線通信○
・トランジスタの増幅効果を学習１９１１３２２１７２相互誘導６/９・１０・１３・１４４７

・アラゴーの円盤○
・トランスを用いた電磁調理器を作り，パンケーキを
焼いた

１７１１１２３８１渦電流６/１６・１７・２０・２１４８

・オシロスコープの使い方を学習１８１１４２１８１オシロスコープ６/２３・２４・２７・２８４９

・交流発電機，オシロスコープで交流波形を観察○
・「野菜の水切り発電機」で，LED点滅実験☆１３１１２１７１交流と交流発電６/３０・７/１・４・５５０

・コマが回ることで発電し，LEDを光らす地球ゴマ○７２１１１２地球ゴマ交流発電７/７・８・１１・１２５１

・好きな素材で，サボニウス型風車風力発電機○１５１２１３７１サボニウス型風車風力
発電機７/１４・１５・１９５２

・バンデグラーフ○
・フライングスティック○１７１４１２８１静電気（追加実験）７/２１・２２・２５・２６５３

・検流計で，RLCの位相のずれを観察○１５１１４１１６１RLC回路７/２８・２９・８/１・２５４

・電池もアンテナ線もアース線も引かないラジオ○１９１１６１３７えこらじお８/４・５・８・９５５

・コイルの引力を利用した検流計○１９４１１２１９１交流電圧計９/１・２・５・６５６

・ペルチェ・カー☆
・圧電発電☆１２１１１１１７半導体を使った回路９/８・９・１２・１３５７

・光電効果
・炎色反応の実験
・LEDでプランク定数がわかる実験

１０１１２１５原子と電子９/１５・１６・２０５８

・さいころシミュレーション
・霧箱で放射線観察１３１１１１１８原子核９/２２・２６・２７５９

・マイケルソンモーレの実験
・時間の遅れと空間収縮
・等価原理
・ブラックホールの講義

１８１３３１１０相対性理論９/２９・３０・１０/３・４６０



（２）この実践を通して研究室の学生が学んだこと
　理科大好き実験教室の立ち上げ当初は，「小学生
に物理ですか？」「むずかしくてわからないですよ」
との声が当時の指導者側となる研究室の学生全員か
ら聞かれた。しかし実際には，受講した子ども達や
生徒達や市民は実験教材の事例みたように「ぷち発
明」（川村， ２００７）を次々に生み出し，いきいきと実
験を行っていた。このような受講生のアイデアに触
発されて，研究室の学生も徐々にやわらか頭へと変
わっていった。
　一方，学生は理科大好き実験教室を通して，理科
実験の指導法を徐々に身につけていくが，実際には
目の前の児童・生徒の要求に答えるだけで必死であ
る。一方で，大人のみなさんの理科のやりなおしと
いう学びのニーズもあり，どのようにしてサイエン
ス・コミュニケーションをとるか常に考える必要が
ある。当然多くの失敗もあるが，その経験を省みる
ことで新たな発見へつながる。このような経験を積
み重ねていくことで，子ども達への指導や大人のみ
なさんへのサイエンス・コミュニケーションに自信
をつけて来た。表にあるように力学分野に関しては，
１０/２８～１２/７の６週間にわたって実験機のブラッ
シュアップを行った。これは，一週の実践だけでは
不十分との考えから，より充実したものを自分達の
実力として付けたいという学生のニーズから実現し
た。このように正のフィードバックを学生自らが引
き起こし自らの実力を高めあっていったことが読み
取れる。

５　かわむらメソッドを通して

　かわむらメソッドによる実践を通してできあがる
作品は，それぞれの製作者によって異なるものであ
り，楽しく面白い作品が目白押しである。理科離
れ・科学離れが心配されている昨今にあって，理科
を楽しみ合いながらも，科学の原理を製作者なりに
深く学びとっていることがわかる。もしそうでない
とするならば，前述した表にあげたようなこれらの

作品は，きちんと動作するようには生まれてこない
からである。方位磁石がきちんと北を指し，クリッ
プモータカーがきちんと走る。しかも，それぞれ性
能良くである。
　大学の教職課程等における模擬授業では，先生役
も生徒役も大学生が行う。どうしても，友人同士の
間で，甘えが生じる。そのような模擬授業を行って
きたときにはみられなかったことが，理科大好き実
験教室では現実に生じる。受講生役の子ども達も，
科学および科学技術を学び，先生役の学生たちも，
科学および科学技術を学ぶ。場合によっては，生徒
役と先生役が逆になりながらも進むダイナミズムを
そこにみることができた。
　これが，かわむらメソッドである。

おわりに

　昨今の先進各国において，若者の科学離れが社会
問題となっている。どの国も，この問題に対する対
策を打っている。我が国においても，いろいろな対
策が打たれている。政府による対策，草の根による
対策などが実施されてきている。政府による対策と
しては，「スーパーサイエンスハイスクール」や「科
学の甲子園」等がある。草の根による対策としては，
NPOやNGOなどの子ども向け実験教室などが各地
で実施されている。この流れと合流する様相を呈し
ながらも，公的な資金に支援されてきた取り組みに
「青少年のための科学の祭典」や「物理オリンピッ
ク」や「数学オリンピック」などの科学オリンピッ
クなどがある。一方では，テレビ番組でも，このよ
うなテーマを積極的に取り上げているといえよう。
このように，いろいろな対策が打たれている。ここ
で，あと一押しが欲しいところである。それは，単
に予算を増やすとか，イベント数を増やすとかでは，
解決されない課題である。やはり，サイエンス・コ
ミュニケーション活動や科学教育におけるメソッド
が必要である。その一例として，かわむらメソッド
を本論文において紹介した。
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Abstract : The KAWAMURA method is an educational method that educates children with a flexible 
perspective leading to rich creativity in the future. The children who have grown up using this method have 

good potential for realization to occupy SDGs. I consider that the KAWAMURA method involves human 

education from the cradle to the grave. In other words, the KAWAMURA method is an educational method 

that enriches life through to adulthood, realizing the pleasure of the Petite invention and achieving inner 

generation. I introduced the experimental science device and an experimental classroom using this method 

as an example.

Keywords : educational method, SDGs, human education, infancy, puerility, young people, lifelong 
education, science education and science communication
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